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i-Construction 2.0 ～ 建設現場のオートメーション化 ～

i-Construction 2.0

令和6年4月16日【公表】

～ 建設現場のオートメーション化 ～

◆省人化
・人口減少下においても持続可能なインフラ整備・維持管理ができる体制を目指す。
・2040年度までに少なくとも省人化3割、すなわち生産性1.5倍を目指す。

◆安全確保
・建設現場の死亡事故を削減。

◆働き方改革・新３Ｋ
・屋外作業のリモート化・オフサイト化。

2040年度までに実現する目標
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i-Construction 2.0 ～施策と省人化・生産性向上イメージ～

１．施工のオートメーション化

２．データ連携のオートメーション化（デジタル化・ペーパーレス化）

３．施工管理のオートメーション化（リモート化・オフサイト化）

トップランナー施策



四国地方整備局

241115 高知県 i-Construction講座 資料

ＩＣＴ施工における基準類の変遷 引用： 第19回ICT導入協議会資料
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平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
令和7年度
（予定）

○国交省では、ＩＣＴの活用のための基準類を拡充しており、令和6年度から既成杭工（鋼管ソイルセメント杭
工）、付帯道路施設工、電線共同溝工の適用を開始
○令和7年度の適用に向けて、地盤改良工（サンドコンパクションパイル工）の適用工種拡大及び舗装工
（修繕工）の見直し検討を実施

ICT土工

ICT舗装工（平成29年度：アスファルト舗装、平成30年度：コンクリート舗装）

ICT浚渫工（河川）

ICT地盤改良工

ICT浚渫工（港湾）

ICT法面工（令和元年度：吹付工、令和２年度：吹付法枠工）

ICT付帯構造物設置工

ICT舗装工（修繕工）

ICT基礎工・ブロック据付工（港湾）

ICT海上地盤改良工（床掘工・置換工）

民間等の要望も踏まえ更なる工種拡大

小規模工事へ拡大
（小規模土工）

基礎工（既成杭工）拡大
（鋼管ソイルセメント杭）

・付帯道路施設工等
・電線共同溝工

ICT構造物工
（橋脚・橋台）

（基礎工（既製杭工））

（橋梁上部）
（基礎工（場所打杭工））
（基礎工（矢板工））

ＩＣＴ擁壁工

ＩＣＴコンクリート堰堤工

（令和元年度：浅層・中層混合処理）
（令和２年度：深層混合処理）

（令和６年度：ペーパードレーン工）
締固め改良工拡大
（サンドコンパクションパイル工）

基準類見直し
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土木工事におけるICT施工の実施状況

単位：件

※「実施件数」は、契約済工事におけるICTの取組予定（協議中）を含む件数を集計。 ※複数工種を含む工事が存在するため、合計欄には重複を除いた工事件数を記載。 ※営繕工事を除く。

＜国土交通省の実施状況＞

＜都道府県・政令市の実施状況＞ 単位：件
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○2023年度における直轄土木工事のICT施工実施率は、公告件数の８７％で実施（2022年度と同様）。
○都道府県・政令市におけるICT施工実施率（土工）は２３％と2022年比べて増加しており、公告件
数・実施件数ともに増加した。
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ICT活用状況【四国】

単位：件

※ICT実施数の定義 R1年度：完成済み工事及び契約済工事における「ICTの取組予定（協議中）」等を含む件数。
R2～５年度：完成済み工事及び契約済工事における「ICTの取組予定（協議中）」を含む件数。

※構造物工には、「擁壁工」・「基礎工」（建設）・「橋梁上部」・「橋脚・橋台」の数も含む

工種

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

公告
ICT実施

公告
ICT実施

公告 うち 公告 うち 公告 うち 公告 うち 公告 うち 公告 うち

件数 件数 件数 ICT実施 件数 ICT実施 件数 ICT実施 件数 ICT実施 件数 ICT実施 件数 ICT実施

土工 44 22 54 17 59 32 95 95 129 124 123 95 94 86 133 123

土工(1,000m3未満) - - - - - - - - - - - - 27 24 8 6

小規模土工 - - - - - - - - - - - - - - 1 2

舗装工 - - 5 3 8 2 19 20 18 14 11 6 16 14 26 20

舗装工（修繕工） - - - - - - - - - - 22 13 22 21 24 21

浚渫工（河川） - - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

法面工 - - - - - - - - 3 1 7 2 24 8 22 16

地盤改良工 - - - - - - 2 2 15 14 11 11 9 8 17 16

構造物工 - - - - - - - - - - - - 30 23 68 52

浚渫工（港湾） 1 1 2 2 5 5 4 4 3 3 5 5 2 2 4 4

ブロック据付工（港湾） - - - - 7 1 7 0 5 4 4 4 3 3 6 6

基礎工（港湾） - - - - 5 1 6 1 3 3 5 5 5 5 7 7

本体工(ケーソン式)（港湾） - - - - - - - - 0 0 0 0 0 0 0 0

海上地盤改良工（港湾） - - - - - - - - 0 0 0 0 0 0 1 1

合計 45 23 61 22 84 41 133 122 176 163 188 141 232 194 316 273

ICT活用率 51% 36% 49% 92% 93% 75% 84% 86%
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直轄工事において令和７年度よりＩＣＴ建設機械を
使用したICT施工の原則化を土工から開始

ICT施工の原則化
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Ｑ. 今後ICT施工を実施する？

Ｑ. ICT活用してみたメリットは？

四国地方整備局主催 ICT施工経営者講習会のアンケート結果（ R4年度～R6年度）より

ICT施工に関する意識の変化（R4～R6）
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R4

R5

R6

既に実施している すぐ実施したい 時期を見て実施

実施を
見送りたい

生産性向上 利益 品質
イメージ
アップ

その他

N=122

N=90

N=71

R4

R5

R6

N=122

N=90

N=71
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港湾のi-Constructionの取り組み
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港湾工事のi-Constructionの推進

○港湾においては、平成28年度から浚渫工を対象にICT活用の検討を始め、現在では他工種へのICT活用の試行工事等の
拡大や業務・工事へBIM/CIMの活用等の取り組みを進める。

○ICT活用工事の推進・拡大に合わせて、各種要領等（数量算出、出来形管理要領等）の整備を進めるとともに、新型コロナウ
イルス感染症対策を契機としたリモート型、省力化への転換を進める。

ＩＣＴ施工

●試行工事の実施等により、各種要領等の整備等を進める

ＩＣＴ基礎工（R2dから試行工事） ＩＣＴ本体工
（R2dからモデル工事）

ＩＣＴ浚渫工（R2dから本格運用）

3次元データ活用

マルチビーム等
を活用した3次
元測量

BIM/CIM
による３次
元設計

維持管理

ロボットやセン
サーによる3次
元点検データの

取得

建設生産プロセス全体
をBIM/CIM活用によ
り3次元データで繋ぐ

3次元デー
タに基づく
施工、品質
管理

施工

設計測量

●BIM/CIM適用を推進するとともに、データの共有を強化する

BIM/CIM活用

ナローマルチビーム測量

マルチビーム
データクラウド
処理システム

クラウド
サーバ

事務所等

港湾整備BIM/CIMクラウド

1
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維持管理検査施工・出来形計測
設計・

施工計画
測量

⑥ 点検等
への活用

• 完成時の３次
元データをもと
に経年変化等
の確認に活用。

• 埋没経過状況
の把握。

① ３次元起工測量

【３次元測量】

３次元測量により詳細な海底地形を把握

• 施工前に「マルチビーム」を用
いた水深測量（３次元起工測
量）を行う。

③ ICTを活用した施工

【施工箇所の可視化】

• ICTを活用して、水中施工箇所をリアルタ
イムで可視化し、施工を行う。

② ３次元データによる施工量算出

• ３次元起工測量結果と、設計図書より
作成した３次元設計データを用いて、
施工量を算出する。

3次元起工測量結果

3次元設計データ

【３次元数量算出】

３次元起工（測量結果と３次元設計データから
正確な施工量（浚渫土量）を算出

④ ３次元出来形測量

• 浚渫工が完了した後、
「マルチビーム」を用
いた水深測量（出来形
測量）を行い、出来形
管理を行う。

• 出来形測量の取得
データは、水路測量に
も使用可能とする。

リアルタイムでの施工位置や出
来形の可視化により施工管理
を効率化

【３次元出来形測量】

３次元測量による出来形計測により、詳細な
浚渫後の海底地形を把握、施工管理を効率化

出来形測量と水路測量の一体化による時間･

コストの削減

⑤ ３次元データを活用した検査

OK

発注者

• ３次元測量データから帳票等を作成し、
工事完成図書として納品する。

• ３次元データを活用した電子検査を行う。
【帳票の自動作成】

【３次元電子検査】

帳票自動作成により書類作成を効率化
実測作業省略による検査効率化

■ICT浚渫工（①～⑤の段階で活用中）

2

港湾工事のi-Constructionの推進
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維持管理検査

④ ３次元出来形管理

施工・出来形計測
設計・

施工計画
測量

① ３次元起工測量

【３次元測量】

３次元測量により詳細な海底地形を把握

• 施工前に「マルチビーム」を用
いた水深測量（３次元起工測
量）を行う。

③ ICTを活用した施工

【施工箇所の可視化】

• ICTを活用して、水中施工箇所をリアルタ
イムで可視化し、施工を行う。

リアルタイムで
の施工位置や
出来形の可視
化により施工
管理を効率化

⑤ ３次元データを活用した検査

O
K

発注者

• ３次元測量データから帳票等を作成し、
工事完成図書として納品する。

• ３次元データを活用した電子検査を行う。
【帳票の自動作成】 【３次元電子検査】

帳票自動作成により書類作成を効率化
実測作業省略による検査効率化

「（一社）日本作業船協会」資料
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⑥ 点検等
への活用

• 完成時の３次
元データをも
とに被災後の
復旧や、経年
変化等の確認
に活用。

② ３次元データによる施工量算出
• ３次元起工測量結果と、設計図書より

作成した３次元設計データを用いて、
施工量を算出する。

３次元起工（測量結
果と３次元設計デー
タから正確な施工量
（捨石投入量）を算出

• 基礎捨石工（機械均し）の施工中に 「機械均し機の施
工管理システムから取得された施工履歴データ」を用
いて、出来形管理を行う。

※ 施工履歴データよる出来形計測により、施工中リア
ルタイムに均し後の海底地形を把握し、施工管理を効
率化

【３次元数量算出】

■ICT基礎工（①～④で活用中）

港湾工事のi-Constructionの推進
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ICT浚渫工 （原則全件） ICT基礎工 （原則全件）
令和6年度 ： 徳島小松島港、備讃瀬戸航路などで実施

◆事前測量、捨石数量計算、施工可視化◆事前測量、浚渫土量数量計算、

施工可視化、出来形測量

令和6年度 ： 高知港、須崎港などで実施

【高知港におけるICT基礎工】

水中の出来形を可視化

【備讃瀬戸航路におけるICT浚渫工】

水中の施工位置を
リアルタイムで可視化

浚渫作業状況の可視化
（BIM/CIM）

水中の出来形を可視化

周辺島嶼部を可視化
（BIM/CIM）

浚渫作業

港湾工事のi-Constructionの推進

BIM/CIM
◆iPhoneを使用し、仮想現実を現実世界に投影。

覆工板の寸法等の確認を実施。 （高松港の例）

（MR[Mixed reality]現場臨場を試行）
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○ ICT施工や新たなICTの導入に関して、中小企業では大手企業と比べ取組が少ないという現状があるが、 要因として設備投
資の負担や対応人員の不足などが考えられる。
○そこで本モデル工事にて、ICT機器を用いた出来形計測等を実施するとともに、施工管理システムを用いて工事関係書類を
作成することにより、中小企業におけるICT機器の利用拡大とICTスキル向上、書類作成時間の短縮を目指す。

【対象工事】

・発注等級をＢ等級以下とする港湾・海岸工事を対象とする。（ただしＡ等級まで拡大した場合は対象としない）

【試行内容】

① ICT機器を活用した出来形計測や事前測量、配筋検査、材料検収等の実施

② 施工管理システムによる工事関係書類の作成

【対象工種】

出来形計測でのICT機器活用：上部工、本体工、被覆・根固工（根固ブロック製作）、基礎ブロック工（基礎ブロック製作）

出来形計測以外（事前測量、配筋検査、材料検収等）でのICT機器活用：限定しない

①ICT機器の活用 ②施工管理システムの活用

港湾工事のi-Constructionの推進

■ICT活用施工管理モデル工事（R6d～）
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港湾におけるi-Construction推進に向けたロードマップ（案）(1/2)

第８回港湾におけるi-Construction推進委員会(R6.3.4)資料より引用
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港湾におけるi-Construction推進に向けたロードマップ（案）(2/2)

第８回港湾におけるi-Construction推進委員会(R6.3.4)資料より引用
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